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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

本研究は、 1780 年代後半から 90 年代のインド統治改革を、同時期の国内政治潮流と

連動するものとして多角的な問題構成において把握しようとするものである。  

イギリス 18 世紀史やイギリス帝国史において、インド問題とは、東インド会社利害を

中心とした東インド会社問題と、1784 年のピットのインド法成立をもって説明されてき

た。本研究は、本国におけるインド問題策定の中心人物ヘンリー・ダンダスと、インド

総督コーンウォリスに関する史料調査を 通じて、 1784 年インド法以後の 80 年代後半か

ら 90 年代に、国内政治問題としてのインド問題が、いかに実際のインド統治に適用され

ていったのか、という点を明らかにする。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔 イギリス国制改革  〕 〔 インド問題 〕 〔 ヘンリー･ダンダス 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

  

  本研究は、１８世紀末イギリスのインド統治改革に着目し、それが同時期ロンドンの政治家たちにも注目され

ていたことをふまえ、国内でのインド問題に関する政策の中心人物ヘンリー・ダンダスを中心とした本国政治家

の書簡を中心とする文書史料の調査を実施することで、本国政治上の重要人物によるインド問題の関与を実証的

に明らかにするものである。そのために、以下のような国内・海外での各調査を実施した。 

 

 １．国内調査 

   国内調査は主に、図書購入と国会図書館所蔵資料の印刷により研究文献・史料の収集・精読をおこなった。

これによる（１）研究動向の把握と（２）史料分析を以下にまとめる。 

  （１）研究動向の把握 

    ヘンリー・ダンダスに関する既存の研究は、①伝記的文献と②ある側面に着目したより専門性の強い研究

文献・論文とに大別される。まず、各研究で代表的な文献・論文を以下にあげる。 

    ①伝記的文献：  

  H o l d e n  F u r b e r,  H e n r y  D u n d a s ,  f i r s t  Vi s c o u n t  M e l v i l l e ,  1 7 4 2 - 1 8 11 :  p o l i t i c a l  m a n a g e r  o f  

S c o t l a n d ,  S t a t e m a n ,  a d m i n i s t r a t o r  o f  B r i t i s h  I n d i a  ( O U P,  1 9 3 1 ) .  

  C y v i l  M a t h e s o n ,  T h e  L i f e  o f  H e n r y  D u n d a s ,  f i r s t  Vi s c o u n t  M e l v i l l e ,  1 7 4 2 - 1 8 11  

( C o n s t a b l e ,  1 9 3 3 ) .  

           ②研究文献・論文： 

  J o h n  D w y e r ;  A l e x a n d e r  M u r d o c h ,  ' P a r a d i g m s  a n d  p o l i t i c s :  m a n n e r s ,  m o r a l s  a n d  t h e  r i s e  

o f  H e n r y  D u n d a s  1 7 7 0 - 1 7 8 4 ' .  I n  D w y e r,  J o h n ;  M a s o n ,  R o g e r  A . ;  M u r d o c h ,  A l e x a n d e r  ( e d . ) ,  

N e w  p e r s p e c t i v e s  o n  t h e  p o l i t i c s  a n d  c u l t u r e  o f  e a r l y  m o d e r n  S c o t l a n d  ( E d i n b u r g h ,  1 9 8 2 ) ,  

2 1 0 - 4 8 .  

  E d w a r d  B r o d u s  J o n e s ,  T h e  I m p e r i a l  I d e a r s  o f  H e n r y  D u n d a s  a n d  B r i t i s h  E x p a n s i o n  i n  t h e  

E a s t ,  1 7 8 3 - 1 8 0 1  ( U n i v e r s i t y  M i c r o f i l m s ,  1 9 7 0 ) .  

  M i c h a e l  F r y,  T h e  D u n d a s  D e s p o t i s m  ( E d i n b u r g h  U n i v e r s i t y  P r e s s ,  1 9 9 2 ) .  

  A l e x a n d e r  M u r d o c h ,  ' H e n r y  D u n d a s ,  S c o t l a n d  a n d  t h e  U n i o n  w i t h  I r e l a n d ,  1 7 9 2 - 1 8 0 1 ' .  I n  

H a r r i s ,  B o b ,  1 9 6 4 -  ( e d . ) ,  S c o t l a n d  i n  t h e  a g e  o f  t h e  F r e n c h  R e v o l u t i o n  ( E d i n b u r g h :  J o h n  

D o n a l d ,  2 0 0 5 ) ,  1 2 5 - 3 9 .  

  M a c k e s y  P i e r s ,  Wa r  w i t h o u t  Vi c t o r y :  t h e  D o w n f a l l  o f  P i t t ,  1 7 9 9 - 1 8 0 2  ( C l a r e n d o n  P r e s s ,  

O U P,  1 9 8 4 ) .  

    ダンダスのイギリス史一般における第一のイメージはスコットランド政治の大物であったという点にあ

る。しかし、上述の主要研究文献だけでは分かりにくいが、ダンダスに関する研究は決してスコットランド

史に偏ったものとはいえず、どちらかといえばスコットランド出身を背景にロンドン政治経済界で活躍して

いたことを示している。このことは、多様なダンダス史料を駆使し、スコットランド、ロンドンの政治利害、

インドなど各分野・側面を偏りなく詳述している①伝記的文献によるダンダス研究の貢献が大きい。 

  （２）史料分析 

    国内調査においては、国会図書館が所蔵するダンダスに関する刊行史料集の印刷・分析によって実施した。

史料集は次の二点である。 

①The Private Record of an Indian Governor Generalship. The Correspondence of Sir John Shore, 

Governor-General, with Henry Dundas, President of the Board of Control, 1793-1798, edited with an 

introduction and notes by Holden Furber (1933). 

②Two Views of British India: The Private Correspondence of Mr. Dundas and Lord Wellsley: 

1798-1801, edited with an introduction by Edward Ingram (1970). 

    この二点はダンダスがBoard of Control（以下ＢＯＣ）の長官を務めた１７９３年以降の①１７９３年か

ら９８年のインド総督ジョン・ショア、②１７９８年から１８０１年のインド総督ウェルズリーとの私的書

簡集となっている。この二点がともに私的書簡を扱ったことは、ダンダスが公的な会社の書簡よりも私的書

簡においてより重要な問題を連絡したことによっている。これらの二点は、既存研究においてもこれまで十

分に活用されてきており、１７９３年のＢＯＣ長官就任によってダンダスが国内のインド問題策定で名実と

もに最も影響力を有することになったことを明示するものとなっている。 
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２．海外調査 

   海外調査は２００８年１０月１６日から２９日にロンドンへ渡航し、ブリティッシュ・ライブラリにおい

て史料調査を実施した。既存の研究においては、コーンウォリス総督の後継総督であるジョン・ショア（１

７９３年から９８年）、ウェルズリー（１７９８年から１８０１年）期に比較し、コーンウォリス総督期の国

内でのダンダスのインド問題についての実証的な研究は少なく、コーンウォリス改革の末期にあたる１７９

０年から９３年のダンダスの手稿資料を中心とした史料調査を行った。 

ブリティッシュ・ライブラリでは、史料のタイプ別に閲覧出来るリーディング・ルームが異なり、史料請

求と開室時間の都合から調査日程のなかで３つのリーディング・ルームを利用し調査を実施した。利用した

リーディング・ルーム別に調査とその成果を以下にまとめる。 

  （１）マニュスクリプト 

    マニュスクリプト・ルームは手稿史料を扱い、基本的に滞在期間中は当ルームを可能な限り利用した。今

回、実際に調査出来た史料は以下の①メルヴィル・ペーパーと分類されるダンダスの書簡集のうち３巻と、

当該期インド史料をおさめた②リバプール、③ハスキソン、④オークランドの三人の政治家の各史料である。 
    ① Dundas(Henry) ,  Correspondence  and  papers ,  1791 -1805  

Add .  40100 :Melv i l l  Papers  vo l .1 ,  Correspondence  w i th  Goerge  I I I .  

Add .  40101 :Melv i l l  Papers  vo l .2 ,  Let te rs  f rom Lord  Grenv i l l .  1798 -1801 .  

Add .  40102 :Melv i l l  Papers  vo l .3 ,  Draf ts  and minutes  e tc .  1794 -1805 .  

② Add .  38409 : Liverpoo l  Papers  vo l .  CCXX East  Ind ia  Papers  June  1782 -1801 .  

③ Add .  38765 :Huskisson  Papers .  Vo l .  XXXII .  Ind ia  and  Ceylon .  

④ Add .  34468 :Auckland Papers  vo l .LVII  East  Ind ies  1786 .  

   短期調査のため時間的制約もあり、②から④は特に１７９０年前後を中心に調査せざるを得なかった。調

査した全６巻に共通するのは、今回の調査対象とした１７９０年前後の時期は、ロンドンの政治家にとっ

て最重要トピックは対フランス抗争であったということである。インド問題に関してはインド駐留軍やイ

ンド在地勢力との抗争などについて触れることもあるが、これは、大きな視野から対仏抗争の一部ともい

える。しかしながら、上記①メルヴィル・ペーパーの vo l .3 所収のダンダスの覚書や書簡からは、ダンダ

スがインド問題のなかで最も注意していた問題はインド負債・インド予算案に関わることで明らかとなっ

た。 

  （２）アジア・アフリカ、（３）ヒューマニティーズ 

    アジア・アフリカ・ルームは特にアジア・アフリカ地域の専門性の強い史料や貴重資料を扱っている。当

ルームは（１）マニュスクリプト・ルームと同時１７時に閉室してしまうため、開室時間の長い人文系資料

を幅広く扱う（３）ヒューマニティーズ・ルームに移動申請し（１）閉室後に利用した。調査した史料の主

要なものは、例えば以下のような本研究の同時代史料となるパンフレットのような発行物である 

①Heads of the speech of H.D. in the House of Commons, February 25, 1793, on stating the affairs of the 

East India Company (1793). 

     ②George Tierney, A Letter to the Right Honourable Henry Dundas, on the Situation of the East India 

Company (1791). 

   ①は下院でのダンダスのスピーチを刊行したもので、②は当時ではよく見られた書簡形式の政治的パンフレ

ットである。①で刊行されたダンダスのスピーチは、インド予算に関するもので、版を重ねて出版されたこ

とからわかるように、当時かなり注目されたスピーチであった。また、②のようにダンダス宛書簡の形式の

パンフレットも多数あり、彼がインド問題で非常な影響力を有していたことを示している。 

 

以上のような史料調査から本研究の成果は次のようにまとめられる。 

  既存のダンダスのインド問題に関する研究では１７９３年までの実証的な研究はほとんどなかったため、本研

究は、９３年までのダンダス史料による実証的調査を実施することで、１８世紀イギリス史のインド問題を再検

討しようとした。既存の１８世紀イギリス史のなかでインド問題が１７８４年インド法制定を中心に解釈されて

いたが、本研究は、１７８０年代後半から９０年前後までのダンダスのインド問題への関与を調査し、彼とその

周辺の国内政治家によるインド問題の関与の実態を明らかとした。 
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